
ご家族様も一緒にＤＸ推進！
～残業時間９５％ＣＵＴ！～

社会福祉法人 青谷学園

小林靖尚



法人概要

• 法 人 名 社会福祉法人青谷学園

• 設 立 １９８２年３月１８日

• 所 在 地 京都府城陽市中芦原

１４番地

• 実施事業 障害者支援施設 青谷学園
(定員７０名)

障害者支援施設 ＤＯ
(定員３０名)

青谷学園相談支援事業所

• 事業内容 知的障害者の入所施設(生活介護／施設入所支援)

• 職 員 数 約１００名

障害者支援施設 青谷学園

障害者支援施設ＤＯ



法人概要

・２０２４年７月
京都労働局長表彰奨励賞（京都労働局）

・２０２４年５月
将来世代応援企業賞（将来世代応援知事同盟）

・２０２４年２月
あったか子育てきょうと表彰（京都府）

・２０２３年１０月
京都府あけぼの賞特別賞（京都府）

・２０２３年３月
健康経営優良法人ブライト５００（経済産業省）

・２０２３年２月
がん対策推進パートナー賞「中小企業部門」
（厚生労働省がん対策推進企業アクション）

・２０２０年６月
きょうと健康づくり実践企業認証最優秀賞（京都府）

メディア
掲載等

・(厚生労働省)厚生労働2024年３月号
・(厚生労働省)がん対策推進企業アクション

「企業のがん対策事例集」
・(厚生労働省)治療と仕事の両立支援ナビ
・(安全衛生優良企業マーク推進機構）

2023年9.10月ホワイト企業ランキング１位
・(大阪労働局/大同生命)治療と仕事講演会登壇
・(厚生労働省)イクメンプロジェクトサイト
・(厚生労働省)働く女性の健康応援サイト
・(KBS京都キラカン)テレビ出演「キラッと輝くｶﾝﾊﾟﾆｰ」
・(厚生労働省)働き方休み方改革ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ登壇

表彰



７年かけて変わりました



背景と目的

週休３日の導入(2017年度)
『青谷学園の働き方改革』

週休３日の導入

• 業務内容の見直し

• 業務効率化をすすめる

職員のWLBの

実現

• 年間休日１７３日

• プライベートの時間も増えてリフレッシュ

サービスの質の

向上

• 仕事に集中でき、生産性の向上

•ご利用者様やご家族様の満足度UP



【資料】週休３日/年間休日１７３日へ

【２交代制のメリット】
・職員のWLBの実現！
・引継ぎは日勤と夜勤間
のみ。遅出や早出を経
由しない。

・生活リズムを整え易い
・夜勤の拘束時間が短く
負担が少ない。

当法人



背景と目的

『青谷学園の働き方改革』
見えてきた課題
職員のWLBとサービスの質の向上の両立

・職員の休日が増えて満足度UP
・一方で情報共有に課題
・報連相が遅れて手遅れになるケースも…
・間接的な業務負担(電話応対・記録作成)

👉職員の努力だけでは解決しない！



DX推進の歩み①

①コミュニケーションツール・インカム・
Wi-Fiの導入（2018年度）
・コミュニケーションツールとしてLINEWORKSを導入
・現場の情報共有ツールとしてインカムも導入

インカムで
すぐに情報
共有

職員の情報共有を
一元化



DX推進の歩み②

②電子申請アプリの導入(2020年度)
・スマートフォンに「X‘sion(クロッシオン)」アプリを導入
年次有給休暇や遅刻・早退などの各種勤怠に関する申請が

２４時間どこでも可能！
職員から「申請しやすくなった」と好評！

・オフィスステーションの導入
職員の住所変更、副業申請、

年末調整などがスマホやPCから
可能に！
申請書も電子になり、給与明

細なども電子で配布。
👉ペーパーレス！

スマホから

各種申請可能！



DX推進の歩み③

③職員にスマホを貸与(2022年度)
『青谷学園ＤＸ元年』
・仕事とプライベートを分ける
・情報セキュリティー強化(MDM管理ソフト)

イニシャルコスト対策
👉スマホはアンドロイドの機種
を選定

ランニングコスト対策
👉一般職員向けのスマホは通信
機能なし。
Wi-Fi環境下でのみ使用できる
ものに。

会議もペーパーレスで
議事録もデータ提出＆回覧



DX推進の歩み④

④ＤＸ推進(2023年度～現在)
・記録やマニュアルなどをデータ保存へ

間接的業務負担の軽減は家族の協力が必要
・ご家族様にもDXへの切り替えを依頼
👉２度の説明会の開催
👉コミュニケーションツールで繋がる
👉契約を含む書類手続きを電子契約に

９割を超えるご家族がDXに！ 家族とも繋がる
コミュニケーション

ツール



DX推進の歩み④-1

電子契約にあたっての準備

・電子契約の方法の選定
Adobesignを選択

・電子的方法による交付についての承諾書の作成
資料①の左

・説明会の実施(個別対応あり)

・本運用前に電子サインができるかテストを実施
資料①の右



資料①

電子署名の練習

電磁的方法による
交付と

電子署名の承諾書



DX推進の歩み④-2

どうやって、ご家族様にDXを依頼したか？

法人内のDX

推進

業務効率化

の推進

間接的な業

務効率化に

課題

ご家族様に

DXへの協力

を要請

サービスの

質の向上

【課題】
・ご利用者様の平均年齢
は５６歳程度

・ご家族様は８０歳台の
方も多い

【当初の見立て】
・半数のご家族様が協力
してくれれば成功



DX推進の歩み④-3

ご家族様の反応
👉DXをきっかけに若い家族へ交代したり、職業後見人を立

てる方も増加

・導入当初
「施設に伺う機会も減り、なんとなく施設と遠くなったよう
で寂しく感じます」

・現在
「免許も返納したので、施設に伺わなくても手続きができる
のは助かります」

「LINEWORKSでイベントの画像を送ってくれるので、本人
の様子も良く分かって嬉しいです」



DX推進の歩み④-4

ご家族様も巻き込んだ更なるDXの推進

・

電子ブックによる
情報公開サイト

↓
https://aodani.acti
bookone.com/



DX推進の成果①

定量的評価
〇時間外労働(ひと月平均)
２０１７年度 180分程度
２０２３年度 ９分 ＊95％削減！

〇年次有給休暇の取得実績
２０１７年度 ７０％の取得目標
２０２３年度 ９７.６%取得実績

〇ペーパーレス
２０２１年度と比較し、印刷費用は５０％削減



DX推進の成果②

業務効率化
インカム
・現場での情報共有の円滑さ

LINEWORKS
・予定の共有、会議資料や議事録の回覧

電子申請アプリ
・申請のための移動時間の削減

スマホの貸与
・手書きのメモからスマホ入力へ、会議資料の共有

ご家族様のDX導入
・郵便物が届くまでの「待ち時間」がなくなる
・ご家族様からの電話連絡が激減し、ケアに集中できる



DX推進の成果③

職員の声
・導入当初
「DXについていけるか心配」(高齢の非正規職員)
👉若い職員や、得意な職員が全力でフォロー
法人内でのコミュニケーションのきっかけになり、
デジタル・ディバイドの解消に！
👉今では、お孫さんとの連絡に活かされている☺

・現在
「使い方を覚えてしまえば、こんなに便利なもの
はない。昔の働き方には戻れません」

スマホから出退勤
の打刻ができる！



おわりに
職員のWLBの実現と、ご利用者様へ

のサービスの質の向上は両立させなけ
ればいけません。
科学技術の発展は速く、新しい機

器・ソフトウェアは次々と開発されて
います。
時代に取り残されることなく、新し

い技術を取り入れながら、職員もご利
用者様も、関わる人すべてが笑顔にな
る法人を目指します。


